
第２４回ＡＳＥＡＮ＋３（日中韓）外相会議 

議長声明（概要） 

令和５年７月１３日 

 

【ＡＳＥＡＮ＋３協力のレビュー及び将来の方向性】 

 

●ＡＳＥＡＮを推進力とする地域の共同体設立の取組において主要な役割を果

たすＡＰＴプロセスの一層の強化及び深化へのコミットメントを再確認。より

広範なアジア太平洋・インド洋地域におけるＡＳＥＡＮの関与のための指針と

してのインド太平洋に関するＡＳＥＡＮアウトルック（ＡＯＩＰ）の重要性に留

意。（パラ２） 

 

●２０２２年８月４日に採択された新たなＡＰＴ協力作業計画（２０２３-２０

２７）の下での顕著な進展を賞賛。（パラ３） 

 

●テロ、越境犯罪及び非伝統的安全保障の課題との戦いのための対話及び協力

を一層強化する必要性を共有。（パラ４） 

 

●特に新型コロナＡＳＥＡＮ対応基金及びＡＳＥＡＮ包括的復興枠組（ＡＣＲ

Ｆ）及び実施計画を含む新型コロナに対応するための日中韓によるＡＳＥＡＮ

加盟国に対する支援と貢献及びＡＳＥＡＮのイニシアティブを認識。ＡＳＥＡ

Ｎ感染症対策センター（ＡＣＰＨＥＥＤ）の設立に対する日本の貢献に感謝。（パ

ラ５） 

 

●世界貿易機関（ＷＴＯ）をその中核とした、開かれた、自由で、公正で、包摂

的で、公平で、透明性のある無差別でルールに基づいた多国間貿易システムに対

する強固なコミットメントを再確認。２０２２年１月の地域的な包括的経済連

携（ＲＣＥＰ）協定の発効以降の進展を歓迎。透明性のあるやり方でのＲＣＥＰ

協定の完全な実施は、特に中小零細ビジネスのより多くの市場へのアクセス及

びより柔軟な原産地規則といった地域のビジネスを提供し、新しい貿易・投資機

会を奨励するとともに、より強くより強靱なサプライチェーンに役立つだろう。

（パラ８） 

 

●ＡＳＥＡＮ＋３緊急米備蓄（ＡＰＴＥＲＲ）及びＡＳＥＡＮ食料安全保障情報

システム（ＡＦＳＩＳ）の効果的な実施を通じたものを含め、特にポスト・パン

デミック期の食料安全保障におけるＡＰＴ協力の強化を期待。強靱で持続可能

な農業及び食料システムを実現するための協力を強化する重要性を改めて表明。



（パラ９） 

 

●新型コロナの影響を受ける人々や企業、特に中小零細企業（ＭＳＭＥｓ）、起

業家及び社会的弱者を支援する必要性を強調。（パラ１１） 

 

●地域のサプライチェーンの強靱性を強化し、ポスト・パンデミック期の回復を

推進するためのデジタル・トランスフォーメーションの課題の推進のためのＡ

ＰＴの継続的な取組を賞賛。（パラ１２） 

 

●地域の金融セーフティネットの強化への継続的なコミットメント及びチェン

マイ・イニシアティブ（ＣＭＩＭ）のアクセス可能性及び有効性の向上のための

継続的な取組と協議を歓迎。ＡＳＥＡＮ＋３マクロ経済リサーチオフィス（ＡＭ

ＲＯ）、アジア債券市場育成イニシアティブ（ＡＢＭＩ）及びＡＳＥＡＮ＋３の

将来のイニシアティブの下での金融協力における進展を歓迎。ＡＳＥＡＮ＋３

財務トラックの下で正規のアジェンダである災害リスクファイナンス（ＤＲＦ）

のアップグレード、及びＡＳＥＡＮ災害リスク保険プログラム（ＡＤＲＦＩ）の

アップデートを歓迎。また、保険及び金融ソリューションを探求し、知識交換を

促進させ、東南アジア災害リスク保険ファシリティ（ＳＥＡＤＲＩＦ）といった

現存の地域のイニシアティブに関する技術的ソリューションを開発するための

行動計画の承認を歓迎。（パラ１３） 

 

●ＡＰＴメンバーに対し、相互に利益をもたらす科学・技術・イノベーション（Ｓ

ＴＩ）における協力強化に積極的に関与することを慫慂。（パラ１５） 

 

●ＡＳＥＡＮ連結性マスタープラン（ＭＰＡＣ）２０２５の実施における進展を

賞賛するとともに、持続可能で質の高いインフラ、デジタル・イノベーション、

シームレスな物流、卓越した規制及び人の移動という戦略的分野におけるＡＳ

ＥＡＮと日中韓との間の協力を強化することを求めた。日中韓によるＡＳＥＡ

ＮのＭＰＡＣ２０２５実施への支援を認識。（パラ１６） 

 

●日ＡＳＥＡＮ相互協力による海外スマートシティ支援策（ＳｍａｒｔＪＡＭ

Ｐ）及び日ＡＳＥＡＮスマートシティ・ネットワークハイレベル年次会合の開催

を通じたスマートシティ協力強化のための日本の取組を賞賛。（パラ１７） 

 

●中・ＡＳＥＡＮセンター、日本アセアンセンター及び韓・ＡＳＥＡＮセンター

によるＡＳＥＡＮ諸国と日中韓の貿易、投資、文化、観光及び人的交流を促進す

るための取組を評価。３つのセンターが定期的な協議会合を立ち上げたことを



喜ばしく思い、共通の関心分野における共同プロジェクトの可能性を探ること

により、センター間の連携を強化するよう呼びかけた。（パラ１８） 

 

●ＳＤＧｓを実現すべく、民間部門を含む全ての利害関係者との協力強化とと

もに、持続可能で包摂的かつ革新的な発展の推進における協力を進めるための

コミットメントを改めて表明。（パラ２２） 

 

●特に東アジア・アセアン経済研究センター（ＥＲＩＡ）の海洋プラスチックご

みに関する地域ナレッジセンター（ＲＫＣ-ＭＰＤ）の活動を歓迎。（パラ２３） 

 

●ＡＳＥＡＮ共同体の持続可能で包摂的かつ公平な発展を促進及び支持するこ

とへのコミットメントを再確認。（パラ２４） 

 

●持続可能な開発のための貧困緩和におけるより緊密な協力の促進へのコミッ

トメントを再確認。（パラ２５） 

 

●脆弱な集団の人権の促進及び保護、ジェンダー平等の達成、及び女性のエンパ

ワーメント対するコミットメントを再確認。（パラ２６） 

 

●特にＡＳＥＡＮ防災緊急対応協定（ＡＡＤＭＥＲ）作業計画２０２１-２０２

５及びＯｎｅ ＡＳＥＡＮ Ｏｎｅ Ｒｅｓｐｏｎｓｅに関するＡＳＥＡＮ宣言

の実施を支援するため、災害管理、緊急対応及び人道支援に関する協力を強化す

ることを慫慂。（パラ３３） 

 

●東アジアフォーラム（トラック１．５）の重要な貢献を認識。災害管理に関す

る日中韓の間の協力を探求することを慫慂。（パラ３４） 

 

●東アジアシンクタンクネットワークの重要な貢献を認識。（パラ３５） 

 

●ＡＯＩＰの実施に関する日中韓のプログラム、プロジェクト、活動及びイニシ

アティブのマトリクスにおいて反映されているようなＡＯＩＰの実施へのイニ

シアティブに感謝。ＡＯＩＰを一層促進し、ＡＰＴの枠組みにおける具体的なプ

ロジェクト及び活動においてＡＯＩＰを主流化させることを決定。（パラ３７） 

 

【地域・国際情勢】 

●ＡＳＥＡＮが、地域の経済及び安全保障の枠組みの形成を主導し、地政学的及

び戦略地政学的な原動力により東南アジア及びより広範なアジア太平洋・イン



ド洋地域又はインド太平洋における人々の平和、安全、安定及び繁栄がもたらさ

れることを確保することを支持。（パラ３８） 

 

●我々の安全、安定及び繁栄のための成長の中心としてのＡＳＥＡＮの戦略的

重要性を認識。ＡＰＴは、メンバー間の建設的な対話及び具体的協力を促進し、

ＡＳＥＡＮの中心性並びに国際法に支えられた開放的、透明かつ包摂的で、ルー

ルに基づいた地域枠組みにおけるＡＳＥＡＮの積極的な役割を支えるため、引

き続きその目的を果たす。増大する地政学的な緊張に懸念を表明し、ＡＳＥＡＮ

憲章及び東南アジア友好協力条約（ＴＡＣ）の原則にしたがってＡＰＴパートナ

ーシップを一層強化する価値及び妥当性を一層確信。（パラ３９） 

 

●成長の中心として地域を維持し、金融の安定の維持に関する協力を通じて包

摂的で公平で持続可能な成長への将来の打撃に対する強靱化及び準備を行うこ

とにより地政学的な緊張の影響を緩和し、地域の保健枠組みを強化し、食料安全

保障及び強靱性を構築し、包摂的で公正なエネルギー・トランジションを加速化

させ、既存のルールに基づき、透明性のある、無差別で、開かれた、包摂的な多

国間貿易システムを強化することにコミット。（パラ４０） 

 

（朝鮮半島情勢） 

●２０２３年７月１２日の北朝鮮による弾道ミサイル発射に重大な懸念を表明。

非核化された朝鮮半島の恒久的な平和及び安定を実現するため、全ての当事者

による継続した平和的な対話の重要性を強調。北朝鮮による大陸間弾道ミサイ

ル（ＩＣＢＭ）実験及び弾道ミサイル発射の最近の急増及びその結果生じている

朝鮮半島における緊張は、地域の平和と安定を脅かす懸念すべき事態である。全

ての当事者に対して、平和的な対話を再開し、非核化された朝鮮半島の恒久的な

平和及び安定の実現に向けて引き続き取り組むことを求めた。全ての関連する

国連安保理決議の完全な履行へのコミットメントを改めて表明し、朝鮮半島の

完全な、検証可能な、かつ不可逆的な非核化を平和的な方法で実現するための国

際的な取組に留意。全ての当事者間の平和的な対話に資する環境の醸成を含め、

外交努力が優先事項であり続けるべきである。当事者による平和的な対話に資

する雰囲気を促進する上で、ＡＲＦといったＡＳＥＡＮ主導のプラットフォー

ムの活用を通じたものを含め、建設的な役割を果たす用意があることを改めて

表明。複数の閣僚が、拉致及び抑留者問題の即時解決を含む国際社会の人道上の

懸念に対処することの重要性を強調。（パラ４１） 

 

（ミャンマー情勢） 

●ミャンマー情勢について議論し、５つのコンセンサスがミャンマーにおける



政治的危機に対処するための我々の主要な基準であり続けるとの我々の一致し

た立場を再確認。空爆、砲撃及び公共施設の破壊を含む継続的な暴力行為を強

く非難し、関与する全ての関係者に対して、無差別な暴力を即時停止するよう

具体的な行動を取り、いかなるエスカレーションも非難し、人道支援の供与及

び包摂的な国民対話に資する環境を醸成するよう求めた。（パラ４２） 

 

●ＡＨＡセンターが、２０２３年７月７日に南シャン州に位置するシーセン地

区の国内避難民４００世帯に援助の一部を配送したことを賞賛。安全な配送の

確保における関係者の支援に感謝。ＡＨＡセンターの共同ニーズ評価（ＪＮＡ）

報告において特定された１１０万人の国内避難民に人道支援が安全に届くこと

を確保するため、一層の便宜を求めた。ＡＳＥＡＮ議長国によって円滑に進めら

れた包括的なやり方でのＡＨＡセンターによるＪＮＡの完了促進のためのミャ

ンマーにおける全ての関係者からの支援に感謝。ＪＮＡ報告の実施のための人

道支援に対して国際社会からの追加的な支援を求めた。（パラ４３） 

 

●信頼と信用を築き、それに資する環境を醸成し、包括的な政治的解決のための

包摂的な対話に向けた隔たり及び相違を埋めるためのミャンマーにおける全て

の関係者との関与の強化における議長国の取組に感謝。第４２回ＡＳＥＡＮ首

脳会議におけるＡＳＥＡＮ首脳の決定に沿って、５つのコンセンサスの全体と

しての実施を強く求めるためのそのような関与を維持することを支持。５つの

コンセンサスの具体的な実施に向けてＡＳＥＡＮと取り組むために、国連及び

ミャンマーの隣国を含む域外パートナーからの継続的な支援を求めた。（パラ４

４） 

 

（その他） 

 

●２０２３年９月にジャカルタで開催される予定の第２６回ＡＰＴ首脳会議の

準備について議論。（パラ４５） 

 

（了） 


